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Abstract
　　This report discusses the achievements and issues related to the newly-created English language 
instruction program, “English for Specific Purposes （ESP） II” a.k.a. “English Language Instructions 
in Ohio Program of Intensive English （OPIE）.” The main purpose of this course is to provide Iwate 
Prefectural University students with the opportunity to study English in an American university, and 
thus far, we have sent out two groups of our students （in March 2017 and in February 2018）. One of 
the main purposes of this report is to present the feedback from those students who participated in the 
English language studies in 2017 and in 2018. In addition to students’ feedback, I will also describe 
the program, discuss some of the issues that I have observed while accompanying the students, and 
briefly mention the ‘history’ of the interaction between our university and Ohio University. 
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１．はじめに
　本学における、いわゆる「第二次英語教育改革」の柱は従来の英語表現を発展解消し、英
語基礎演習・実践演習の 2 本立てのカリキュラムへの改編であったが、今回のカリキュラム
改編のもう一つの柱に、「応用英語科目」の新設がある。この「応用英語」とは、必修の英
語科目以外に、英語の訓練を希望する学生に対し、英語部門教員がそれぞれの経験、技能、
知識を活かし、バラエティーに富んだ講義内容の授業を提供することを目的として新設され
た科目群である。平成 28 年度には、「応用英語 II」を開講し、アメリカオハイオ州にあるオ
ハイオ大学付属英語学校（Ohio Program of Intensive English: 以下 OPIE）における海外語
学研修を中心とした授業の開講に至った。
　本稿では、これまで 2 回にわたる派遣に至る経緯を報告すると共に、2016 年度・17 年度
研修の様子を報告する。なお、本事業は、2016 年度まで継続された岩手県立大学学部等研究、
岩手県立大学の基盤教育における英語教育改革と新英語カリキュラム－その成果と課題につ
いての考察－によって、一部サポートされている。
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２. 派遣までの経緯
　下記（１）に 2016 年度・第１回派遣までの主な出来事をまとめる。なお、「なぜ派遣先が
オハイオ大学なのか」あるいは本学とオハイオ大学とのこれまでの活動に関しては、佐々
（2016）に詳しくまとめてあるので、そちらをご参照願いたい。
（１）2017 年春第１回派遣までの主な出来事
 2014 年 2 月 第１回オハイオ大学訪問・OPIE 見学
 2014 年 4 月 岩手県立大学高等教育推進センター再編
 2014 年 9 月 第２回合同「水ボラ」（オハイオ大より学生・教員参加）
 2015 年 2 月 第２回オハイオ大学訪問
 2015 年 4 月 英語新カリキュラム実施
 2015 年６月 第１回中部大学訪問
 2015 年 8 月 第２回中部大学訪問
 2015 年９月 第３回オハイオ大学訪問
  第３回合同「水ボラ」
 2016 年３月 第４回オハイオ大学訪問
 2016 年５月 第１回応用英語 II 説明会
 2016 年７月 「復興フォーラム」開催（オハイオ大より学生・教員参加）
 2017 年３月 第１回応用英語研修生（四大７名・盛岡短大２名）派遣
第１回目のオハイオ大学訪問は 4 年前まで遡る。第１回訪問は、筆者のみならず、本学から
は渡部特任准教授（当時）、関屋特命課長（当時）が参加した。ただし、この訪問は、実は
応用英語のための訪問ではなく、公立大学協会調査のいわば「おまけ」の形で OPIE の説明
を受けた。よって、この時には提供された資料を持ち帰っただけであったが、この際、オハ
イオ大学の教職員のみならず、OPIE の教職員との繋がりもできた。 
　上述のように、第１回目の訪問では、語学研修に関しては具体的な形は見えてこなかった
が、状況が変化するのは、2014 年９月と 11 月のオハイオ大学・言語学学部学部長・トムソ
ン教授が本学を訪問した時である。この時に、オハイオ側の事情と、本学の事情を「膝を突
き合わせた」形ですり合わせを行い、お互いの事情を理解した上で、事業をすすめることに
なった。
　これ以降、第２回オハイオ大学訪問（筆者、並びに盛岡短期大学部千葉啓子教授（当時））、
第３回オハイオ大学訪問（筆者単独）と現地調査を進めるとともに、オハイオ大学との交流、
学生相互派遣に関しては、半世紀の歴史、ノウハウを誇る中部大学へも、２回訪問し（第１
回：筆者のみ・第２回：筆者並びに本学簗田主事（当時高等教育推進センター所属））海外
への学生派遣のノウハウを教授していただいた。その後、第４回目のオハイオ大学訪問へは、
当時の高等教育推進センター・センター長の佐々木民夫教授にご同行いただき、各方面への
最終調整を行い、万全の体制を以って、2016 年の 5 月に第１回応用英語 II 派遣の説明会を
開催した。
　さて、「意気揚々と」開催した説明会であったが、翌月 6 月の履修願提出期限までに履修
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願を提出したのは４名のみであった。これには、本学はもちろん、オハイオ大学側も大いに
落胆させてしまったが、「まずは、１回目なので始めてみよう」と双方同意し、この４名で
応用英語 II はスタートすることになった。その後、４名の中の一人が何名かの学生を誘っ
てくれたり、盛岡短期大学部からの参加者があったりして、どうにか先方に約束していた
10 名に 1 名かける 9 名での派遣となった。
　次節では、これら 9 名の第１回派遣生の様子を、派遣生への聞き取り調査の結果も交えて
報告する。なお、話は脇に外れるが、誰も「先駆者」がない第１回目の派遣に、果敢に参加
してくれた第１回目の派遣生全員に感謝の意を表すと共に、その中でも特に積極的に手を上
挙げてくれた、最初の 4 名の学生には特別の謝意を表したいと思う。これらの学生の積極的
な現地での活動なしでは、本年度第２回目の派遣は実現しなかっただろう。
３. 2016 年度第１回派遣について
　第１回目派遣について筆を進める前に、時計の針を若干戻し、2014 年秋のオハイオ大学
との交渉について若干筆を費やしたい。この際、本学とオハイオ大側で話題になったのは、
以下の２点である。
　イ）派遣人数：岩手県立大学側で毎年 15 名以上の学生を派遣できるのであれば、岩手県
立大学専用クラスを設置する。専用クラスであれば、研修の期間、内容共、ほぼ完全に本
学の希望に添うことができる。もし、15 名の学生の派遣が不可能であれば、３週間既存の
OPIE のクラスに途中から合流することになる。本学の状況を考えると、毎年 15 名以上の
派遣は不可能であろうとの判断から、後者、「既存の OPIE のクラスに配属」を基に事業を
進めることにした。
　ロ）寮生活：オハイオ側で提示された条件の一つに、派遣生は全員オハイオ大学の学生寮
に滞在すること、であった。これに関しては、３週間の滞在をホテル生活、もしくはアパー
トを借りる、というのは現実的ではないため本学でも了承した。ただ、中部大学からの情報
では、授業料の他に寮費が必要になるオハイオ大学での研修は、費用の面から（中部大の）
学生達に避けられる傾向がある旨を
聞いており、学生の費用負担の面から
寮生活が受け入れられるか不安でも
あった。
　以上２点以外にも不安がなかった
訳ではないが、関係各方面の皆様のご
協力により、2017 年 3 月 11 日、東日
本大震災 6 年目1）の昼過ぎに盛岡駅を
出発した。第１回目の派遣には筆者
のほか、事務方より関屋特命課長（当
時）、三輪陽子主査（当時）が同行した。
３. １.　研修の概要
上述のように 応用英語の履修生は
（写真１）2017 年３月 11 日コロンバス国際
空港到着。出迎えたオハイオ大学教職員、学生と。
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OPIE 春学期の既存クラスに配属されることになる。OPIE の一日のスケジュールは、① 
Core Class とよばれる「文法・語法」のクラス、② Reading and Vocabulary、③ Speaking 
and Listening の３つのクラスをレベルに分かれて履修することになる。②のリーディング、
③のスピーキング・リスニングに関しては、どのレベルでも難易度が違うだけで、授業内容
には大差はない。
　③のコア・クラスに関しては、初級（Elementary）では文法の定着を主眼としているが、
中級（Intermediate）は、学習した文法事項を発話で活用することを主眼にしているようで
ある。具体的には、初級クラスでは、文法事項の「ドリル・ワーク」が中心である（pretty, 
beautiful, etc. の形容詞、副詞が与えられ、比較級・最上級のフォームを作ってみる）。中級
クラスではペアワークにより、クラスメートに（学習事項である「関係代名詞」を用いて）
他のクラスメートを描写する、というようなアクティビティを中心に行っていた。
　本学からの派遣生を含めた OPIE 履修生は、月・火、及び木・金は、上記の授業に参加す
るが、水曜日は OPIE の通常授業はない。その代わり、リーディング・ラボ、スピーキング・
ラボと呼ばれている、オハイオ大学大学院生による個人指導のセッションに参加したり、課
題にクラスメートと取り組んだりする。本学の学生も、ラボに参加させていただいたが、そ
れ以外に日本語の授業への参加や、「アメリカン・エクスペリエンス（経験）」として、学外
の諸活動にも参加した。このアメリカン・エクスペリエンスの内容は、16 年度、17 年度で
異なるが、どちらの年も市内の小学校の 4 年生のクラスを訪問した。
　放課後、週末は基本的には自由行動であるが、16 年度・17 年度とも週末に一度オハイオ
州の州都であるコロンバスへのフィールド・トリップがあり、16 年度に関しては、コロン
バスに加え、同州デイトン市への小旅
行も行われた。その他、OPIE もしく
は、有志の現地学生主催のパーティー
などに参加した学生も多かった。
３. ２. 2016 年度研修の分析
　前節でも述べたように、第１回目
派遣においては、イ）授業配属（「既
存のクラスに配属されて、授業につ
いていけるだろうか」）、ロ）寮生活が
受け入れられるか、の２点の不安材料
があった。当節ではこの２点に関して
16 年度派遣に関して振り返ってみよ
うと思う。筆者が実際に授業を見学し
た結果、続いて派遣中に筆者が行なっ
た学生への聞き取り調査にも述べるこ
とにする。
　第１回目の派遣にあたり、不安事
項の一つに「既存のクラスに配属さ
（写真 2）オハイオ大学トムソン教授による
日本文化の授業に参加（2017年3月）。
これ以外にも、日本語授業への参加、
カンバセーション・アワーなど現地の学生と
交流する機会も多く設けられている。 
－ 43 －
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」13 号
報告：「応用英語 II・オハイオ大学語学研修」その成果と問題点
れて、授業についていけるだろうか」というものがあった。佐々（2016）にあるように、
OPIE には入学に際しての TOEFL（Test Of English as a Foreign Language）の最低点が
設定されている。OPIE で公表しているクラス分けの基準を（２）に掲載する。OPIE から
は、実は派遣前に TOEFL のスコア提示を求められていたが、諸事情によりそれがかなわず、
こちらの方で事情を説明の上、TOEIC による換算点を代わりに提出させていただいた。派
遣前 1 年生、短大生の場合は 2016 年 12 月に実施した学内 TOEIC、四大 2 年生の場合は、
2017 年 2 月に実施した「英語基礎演習 IV」期末試験として行われた TOEIC のスコアを用
いた。
（2） OPIE クラス分けの基準：TOEFL は「紙ベース」の試験のスコア2）（佐々 2016）
 イ）初級（Elementary）: TOEFL 350-390 TOEIC 347-433
 ロ）中級（Intermediate）: TOEFL 400-450 TOEIC 437-510
 ハ）上級（Advanced）: TOEFL 450-500 TOEIC 513-587
以下（3）に 2016 年度派遣生の渡航前の TOEIC スコアと、実際のプレイスメントの結果を
まとめる。
（3） 2016 年度派遣生の派遣前 TOEIC スコアと現地でのプレイスメント2）
2016 年度の派遣生のレベルは、①渡航前に受験した TOEIC のスコア、②渡航前に実施した
エッセイ（与えられたトピックに対し、学生が自分の意見を述べる）、③現地での 1 時間ほ
どの筆記テスト（リスニング、文法、読解）の 3 つ要素によって決定された。
　ここで、特筆すべきは 2 点で、まずは TOEIC スコアと実際に配置されるクラスには、特
別な相関関係はないこと。例えば、学生２の TOEIC スコアは学生１、７に比べれば低いも
のの、学生２は、Advanced レベルに配属されている（但し、本人の希望により、最終的に
は Intermediate へ移動）。同様の配置は、例えば、学生３と学生６の間にも見られる。また、
TOEIC の点数的には、さほど変わりのない学生４，５，６に関しても、全員が同じレベルに
配属される訳ではなく、Elementary に 2 名、Intermediate に 1 名の配属となっている。こ
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の点に関しては、今回は OPIE から「成績開示」の提案が、筆者個人にはあったものの、今
回に限っては（学生２の Advanced 配置も含め）特に疑義は生じなかったため、お断りした。
　特筆すべき 2 点目は、（2）にある OPIE での受け入れ「最低点」に達していない学生も、
今回の派遣生には 2 名あったが、いずれも無事、クラスに入れていただき、またこれら学
生を含めた 9 名の派遣生全員が無事に全過程を修了できたことである。授業の様子に関し
ては、筆者も実際に授業を見学させていただいたが、初級に配属された学生は、出発前の
TOEIC の点数的には、若干のばらつきは見られるものの、全員が適切なレベルに配属され
た印象である。また、クラスメートとも、スムーズにコミュニケーションが取れていた。
　中級に関しては、TOEIC 的には、345 点から、600 点までの幅があり、また、授業の活動
の内容も初級に比べると、一定の英語力が想定されている授業だったため、どうしても他の
学生に比べると余裕を持って授業に臨んでいる学生、そして、他の学生よりも「苦労してい
る」学生が混在していたように見受けられた。そして、この「個人差」が研修の他の要素、
課外活動、そしてもう一つの課題である、ロ）寮生活について異なった意見に結果として現
れたようである。
　寮生活に関しては、派遣生のほぼ全員が満足していた。ただし、キャンパスからの距離や、
居住学生の学年等の「不公平感」を感じた学生もなかった訳ではない。よって、基本的には
寮生活に「反対」した学生はなかったが（ただし、「寮生活」「ホームステイ」の両方を経験
したことがある学生は、「寮とホームステイとどちらが好ましいか」という問いには「判断
できない」と答えていた）、ある一点に関して、派遣生も初級クラスと中級クラスで意見が
分かれる結果となった。
　16 年度の研修では、本学の学生は（何人か同じ寮に配属されたものの）一つの寮にまと
められることはなかった。しかし、研修中オハイオ大学の寮生活担当スタッフに「安全上の
理由から、岩手県立大の学生を一つの寮にまとめることは、可能か」との問い合わせを受け
た。それを元に、初級、中級の学生に意見を求めたところ、初級の学生は、皆「同じ大学の
学生がいると思うと、どうしても『頼って』しまうから、寮は分けた方がいい」との回答を
得た。それに対し、中級の学生は「同じ寮にまとめて欲しい」との回答だった。すなわち、
中級では初級に比べ課題の量も多く、また内容も時間がかかるものも多いため、例えば課外
活動の後に課題を始めると、初級の学生に比べると終わる時間が遅くなってしまう。よって、
図書館などでスタディー・グループを作って一緒に勉強すると、帰る時間が遅くなってしま
い、寮への道のりが不安である。が、もし、全員同じ寮であれば、例えば、寮内のスタディ ・ー
ラウンジなどで課題ができるので、寮への帰り道を心配することもない。中級の学生は、ほ
ぼ異口同音でこのようなことを述べていた。
　どちらも尤もな意見であるため、OPIE には私見を交えず、学生の意見をそのまま伝える
にとどめたが、OPIE にしろ、筆者にしろ、この問題は次年度への課題として残された。な
お、寮生活に限らず、例えば「アメリカン・エクスペリエンス」にしても、初級の学生は概
ね満足していたようであるが、中級の学生は「課題が多い場合は、活動に集中できない」と
のフィードバックがあった。なお、寮の「コスト」に関しては、友人との外食が多かった学
生はミール・プラン（週 10 食のプリペイド）を使いきれなかったようであるが（すなわち「もっ
と少ないミール・プランにして欲しい」とのリクエストはあった）、特別なリクエスト、クレー
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ムはなかった。
　このように、「派遣前は不安だったが、実は心配無用だった」点、そして「派遣前は気づ
かなかったが、実際に学生の声を聞いて気付かされた」点、両方あったが、2017 年 4 月 2
日の夜に第１回派遣生は無事に帰盛した。派遣に関しご協力、ご教授いただいた皆様、そし
て何よりお手本にするものがない「第１回」の派遣生になることに果敢に挑戦してくれた第
１回目の派遣生に心よりお礼を申し上げる。ありがとうございました。
4.　2017 年度第２回派遣について
　このように、多くの関係者のご協力により大成功に終わった第１回派遣であったが、2018
年度は「息をつく間も無く」帰国１ヶ月後から準備を始めることになった。これは、2016
年度は派遣時期が 3 月だったのに対し、2017 年度はオハイオ大学の春休みの関係で、3 月に
３週間の研修期間を取ることができず、2 月の研修になったため、ビザ取得等の諸手続きを
前年度に比べ１ヶ月程早めに行う必要があったからである。
（4）2017 年度応用英語関連イベント
 2017 年 5 月 応用英語 II 説明会（宮古遠隔配信）
 2017 年 6 月 応用英語 II 報告会
 2017 年 8 月 滝沢市学生フェスタに応用英語 II 展示出展
 2017 年 9 月 岩手県立大学・オハイオ大学「拡大水ボラ」
   （16 年度派遣生、17 年度派遣生参加。オハイオ大生と交流）
 2017 年 10 月 滝沢キャンパス学祭にて応用英語 II 活動報告
 2017 年 12 月 ・宮古キャンパス参加者も交え合宿研修
   ・ビザ（J-1）申請のため米国大使館（東京）にて面接
   （16 年度は、17 年 2 月に面接）
 2017 年 2 月 滝沢キャンパス・宮古キャンパスにて、学長・学部長へ出発前の挨拶
　よって、17 年度の派遣では、16 年度から持ち越された課題に加え、今後の派遣時期をい
つにするか、すなわち、イ）基本 3 月派遣にして、都合がつかない時（のみ）に 2 月派遣を
行う、ロ）基本 2 月に派遣時期を「固定する」、の二つの選択肢のうち、教職員の負担も含め、
どちらがより本学の状況に適しているのか検証するのも大きな課題となった。
　2 月 13 日の火曜日が後期授業の成績の提出期限で、その週の土曜日、2 月 17 日出発と慌
ただしい旅程となったが、派遣生全員無事に出発して、2017 年度の３週間の研修に臨んだ。
なお、2017 年度は、筆者（佐々）、関屋課長（当時）に加え、2017 年 6 月よりオハイオ大学
の学長を勤められているネイルズ新学長に、表敬訪問とこれまでの復興支援への感謝の意を
表すため、本学石堂副学長が同行し、また事務局を代表して総務室の伊藤美希子主事も同行
した。
4. 1. 研修・研修生の概要
　2017 年度、第２回派遣で特筆すべき点は、宮古キャンパスから 3 名の参加者があったこ
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とである。宮古からの派遣生の対応のため、筆者は 17 年度に３回ほど宮古キャンパスを訪
れ、そのうち一回は、オハイオ大学のトムソン教授も同行した。また、12 月には、一度宮
古から滝沢まで出向いてもらい、滝沢の学生と
合同で合宿研修を行った。
　宮古からの参加は、無論これからも続いて欲
しいと願っているが、17 年度は残念ながら、滝
沢キャンパスからの参加者が 4 名にとどまり、
そのうち 3 名が盛岡短期大学部からの参加で
あった。つまり、滝沢キャンパス四大部からの
参加者は 1 名だけにとどまり、今後の事業継続
への課題となった。今後ともオハイオ大学との
関係を深め、また交流を続けていくことを考え
るのであれば、四大部からの一定数の参加者の
確保が必要になってくるだろう（ただし。これ
は短大生の参加を妨げるものではない）。
　前述のように、2017 年度の派遣は、前年度よ
り１ヶ月早い 2 月中旬から 3 月中旬にかけ行われた。これは、オハイオ大学の春休みの関係
であり、昨年度は、春休み明け～ 4 月 1 日にかけて３週間の研修期間を取ることができたが、
17 年度はそれが不可能であり、春休み直前の３週間に研修を実施しなければならなくなっ
た。この点に関する考察については、５節で詳しく述べることにするが、筆者が気がついた
点として、16 年度に比べると、イベントの開催回数が少なかったように思えた。
　下の（5）に 17 年度参加学生の情報をまとめる。
（５）2017 年度派遣生情報（クラス分け）
17 年度も 16 年度同様のプロセスでクラス分けがなされた。やはり、16 年度でも見受けられ
たように、TOEIC の点数とクラス分けには直接的な関係はなさそうである。例えば、学生
4 の TOEIC スコアは、この年度の参加者の中で最高点であるが、実際のクラス分けでは初
級クラスに配属されている。筆者この件に関しては、若干の疑念を抱き、OPIE のディレク
ターであるジェリー・カージック氏（Dr. Gerry Krzic）に問い合わせてみたが、カージッ
（写真３）スケート・ナイト
筆者も年寄りの冷水で参加。学生は無料。
16年度はイベントも多く開催された。
Ꮫ⏕ dK/ dKd> ヨ㦂᪥ dK&> Wd㸦ண᝿Ⅼ㸧ᐇ㝿ࡢࢡࣛࢫϭ 㻡㻤㻜㻌 ĞĐĞŵďĞƌ͕ ϮϬϭϳ ϰϵϳ͘ϴϰ /ŶƚĞƌŵĞĚŝĂƚĞϮ ϯϬϱ :ƵůǇ͕ ϮϬϭϳ ϰϬϮ͘ϭϰ ůĞŵĞŶƚĂƌǇϯ ϰϰϬ :ƵůǇ͕ ϮϬϭϳ ϰϰϵ͘ϭϮ /ŶƚĞƌŵĞĚŝĂƚĞϰ 㻡㻥㻜㻌 ĞĐĞŵďĞƌ͕ ϮϬϭϳ ϱϬϭ͘ϯϮ ůĞŵĞŶƚĂƌǇϱ 㻠㻟㻜㻌 ĞĐĞŵďĞƌ͕ ϮϬϭϳ ϰϰϱ͘ϲϰ ůĞŵĞŶƚĂƌǇϲ ϰϭϬ :ƵůǇ͕ ϮϬϭϳ ϰϯϴ͘ϲϴ ůĞŵĞŶƚĂƌǇϳ 㻠㻝㻡㻌 ĞĐĞŵďĞƌ͕ ϮϬϭϳ ϰϰϬ͘ϰϮ /ŶƚĞƌŵĞĚŝĂƚĞ
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ク氏曰く、「作文（エッセイ）の点数が中級レベルに達していなかった」とのお答えだった。
筆者の感覚では、この学生は初級ではもの足りないのではないか、と若干不安だったが、授
業見学の際観察してみたところ、クラスにも溶け込んで積極的にコミュニケーションを取っ
ていたので、一安心した。また、OPIE のクラス分け、レベル分けの基準、方法を垣間見ら
れた、という点では、件の学生には若干「かわいそう」ではあるが、担当教員としては、貴
重な経験をさせていただいたと思っている。
4. 2. 2017 年度研修の分析
　前節でも述べたように、何点かの課題
を残した 2016 年度派遣だったが、17 年度
は学生への聞き取り調査に加え、学生の
帰国後に簡単なアンケート調査を行なっ
た。本節ではその結果を踏まえつつ、派
遣生がどのように研修を捉えていたのか
を考えてみる。本来であれば、16 年度派
遣生と 17 年度派遣生に同じ質問を実施
し、その回答を比較するのがより意義の
ある調査であろうが、時間の関係もあり、
17 年度参加生のみに調査を依頼した。調
査は、質問に対して「５段階評価」で答
えてもらう形式にした。
　（６）あなたが配属されたクラスのレベル（難易度・授業内容）はどうでしたか。
 簡単すぎた １ ２ ３ ４ ５ 難しすぎた
    1 名 ６名
　（７）授業の進み方はどうでしたか。
 遅すぎた １ ２ ３ ４ ５ 早すぎた
     6 名 1 名
　（８）課題の量はどうでしたか。
 少なすぎた １ ２ ３ ４ ５ 多すぎた
     ２名 5 名
まず、授業の配属に関しての質問（（６）と（７））については、「３」と回答した学生が一番多かっ
たことから、クラス配属に関しては、ほぼ皆レベルが合っていたと結論づけてもいいだろう。
　課題の量に関しては、多くの学生が「多めである」と感じていたようだ。これは、アメリ
カの大学であるということ、また、日本と違い週４回授業があるため、頻繁に課題が出され
る、と感じたのではないかと思われる。なお、回答と学生の配属クラスとの関係性は見受け
（写真4）合宿研修の様子。2017年
12月実施。滝沢・宮古の学生交流のみではなく
16年度派遣生から現地での生活のアドバイスも
受けた。場所はIPUゲストハウス。
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られなかった。
　次に、筆者が心配していた、課外活動に関するアンケート結果を見てみたい。イベントに
対する学生の見方、捉え方はまちまちであることがみて取れる。
　（９）イベントの回数はどうでしたか。
 少なすぎた １ ２ ３ ４ ５ 多すぎた
     ３名 1 名 3 名
　（10）イベントの内容はどうでしたか。
 つまらなかった、 １ ２ ３ ４ ５ 楽しかった、
 特に意義が感じら  2 名 3 名  1 名 現地での生活が
 れなかった      より有意義になった
　回数に関しては「若干少なめ（もっと開催して欲しかった）」という学生と、「若干多め（も
う少し少なくてもよかった）」という学生が半々であるため、回数や、頻度に関して今の段
階でのコメントは難しい。ただ、内容に関しては、若干不満が残るような結果だったので、
今後、研修内容を反省、精査する際の参考にしようと思う。また、イベントに関しては、16
年度派遣生にも、機会があったら是非同じ調査を実施してみようと思う。
　（11）アメリカン・エクスペリエンスについて活動の頻度・回数をどう思いましたか。
 もっと開催して １ ２ ３ ４ ５ やりすぎ
 欲しかった  2 名 2 名 3 名  だった
　（12）活動の内容は、あなたがアメリカ社会・文化を理解する上で役に経ちましたか。
 ほとんど役に １ ２ ３ ４ ５ 役に立った
 立たなかった    4 名 3 名
アメリカン・エクスペリエンスは、17 年度派遣生は水曜の午後の小学校訪問だけだったが、
16 年度生は、小学校訪問に加え、教会ボランティアなど活動内容も豊富だった。よって、
筆者は、（11）の質問に関しては、「１」「２」と回答する学生が多くなるものと予測してい
たが、予測に反して、「４」の「若干多め」と」回答した学生が多かった。この点に関して
も、やはり機会があったら、16 年度生と結果を比較してみようと思う。活動内容に関しては、
ほぼ全員が「役に立った」と回答しているので、今後もこの活動は続けていくように OPIE
にも伝えることにする。
　本節はアンケート結果のうち、寮生活、並びに費用対効果についての結果を提示してひと
まず閉じようと思う。
　まず、寮生活の可否については、今回の参加学生全員が「（滞在先は）寮がいいと思う」
と回答している。ただし、3 名の学生は「寮生活は思ったほど楽しくはなかった」と回答し
ている。これは、おそらくルーム・メートとの交流に「過度に」期待した結果、生活時間帯
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が合わなかったり、現地学生は週末実家
に帰ったりして、思ったほど交流ができ
なかったことに起因するのではないかと
思われる。但し、寮生活でも、あるいは
上述の「課外イベント」でも、結局はそ
の中に価値や楽しみを見いだすのは、学
生本人の努力であることは、忘れて欲し
くないと思う。また、16 年度からの課題
として残された、「一つの寮にまとまった
方がいいか」という問題に関しては、17
年度の学生は、全員が「まとまらない方
がいい」と回答している。この点につい
ては、今後も随時調査を行い、OPIE と
の合意が取れるなら、実験的に近い将来
の 1 年は、岩手県立大学からの派遣生を
一つの寮にまとめて様子をみる必要もあ
るかもしれない。
　最後に、寮生活を含めた「費用対効果」に関する調査結果である。
　（13）今回の研修の「費用対効果（コスパ）」はどう思いますか。
 お金が  １ ２ ３ ４ ５ 出費に対して
 かかりすぎた  1 名 3 名 2 名 1 名 十分な効果があった
金銭的負担に関しては、1 名の学生が「若干費用がかかりすぎである」と回答しているが、
ほとんどの学生が「３」及び「４・５」の費用に対する効果が認められると回答している。
　2014 年秋のオハイオ大学との打ち
合わせの際の取り決めとして、「向
こう 5 年程度は、この形（現状の応
用英語 II の形）で事業を実施し、必
要に応じて、形式を変える」旨、合
意した経緯がある。すなわち、現行
の応用英語がベストな形である、と
か今後一切変更なくこの形式をキー
プする、といった訳ではない。しか
しながら、この２年間の実施状況を
鑑みると、現行の「基本的な形」、
すなわち、「寮生活を送り、３週間
OPIE の既存クラスに合流し、レベ
ル分けは OPIE に任せる」という形
（写真5）18年秋から中部大に留学する
オハイオ大生との交流（18年 3月）。
これらの学生のうち何名かは9月に
岩手を訪れ「水ボラ」に参加。 
（写真6）17年度研修修了パーティー 2018年3月9日
授業終了後開催。この翌日アセンズ（大学がある街）発、
日本時間3月11日の夜帰国。
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は、本学の学生にも十分受け入れられる形であると結論づけることができよう。今後は、寮
のアレンジメント（分ける？同一？）、課外活動の内容、といった細かい改善課題に取り組
む必要があるが、基本になる「大本の形」は、この 2 年でほぼ完成したと言っても過言では
ないのではないだろうか。
5.　今後を見据えて
5. 1.　研修のこれから
　前述の通り、2016・17 年度派遣実施により、「応用英語 II」の骨格というものは、ほぼ完
成したと言っても過言ではないだろう。しかしながら、今後 5 年、10 年と派遣を続けてい
く上で考慮しなければならない点として、「派遣時期」と「派遣期間」の問題がある。日米
の「学年歴」の違いから、そもそもこれらはこの事業を立ち上げた時からの「頭痛のタネ」
であったが、実際に派遣の様子を目にするにつけ、より大きな課題として持ち上がってきた。
　例えば、17 年度派遣生に実施したアンケートのうち、「派遣期間」に関する質問に対する
回答は以下の通りである。
　（14）今回の研修は３週間でしたが、この期間はどう思いますか。
 短すぎた １ ２ ３ ４ ５ 長すぎた
   4 名 1 名 2 名
2 名の学生が「３」（ちょうどいい）と答えているものの、多くの学生が「１」「２」、すなわち「も
う少し長くてもいい・長い方がいい」と回答している。言うまでもなく、これまでこの事業
に携わってきた筆者にとっては嬉しい結果であるが、かと言って「ああ、そうですか」と簡
単に研修期間を伸ばす訳にはいかない。
　先ずは、上述のように「学年歴」の問題があり、研修期間が年度を跨ぐ訳にはいかない。
つまり、16 年度派遣のように、遅くとも 4 月 1 日（2 日）には帰国（帰盛）しなければなら
ず、では、この条件を満たすように、例えば「４週間」の研修期間を設けようとなると、ど
うしてもオハイオ大学の１週間の春休みをまたぐことになる。オハイオ大学では、春休み中
も寮は閉鎖されないが、日割りで「家賃」を請求されること。また、授業がない、そのため
学生がいない等、春休み１週間学生をオハイオに滞在させる意義が見つからない。
　また、研修期間が長くなれば、それに伴い寮費、授業料も多く負担しなければならなく、
（13）にある「費用対効果」の面で、３週間の研修の「メリット」が失われる恐れもある。
また、４週間、約１ヶ月の滞在となると、引率スタッフの負担も考慮しなければならなくな
る。よって、現在の段階では「３週間が、本学の事情を鑑みるとベストな期間である」とい
う結論に達することになるだろう。しかしながら、多くの学生が、（もう少し）長い期間の
研修を希望しているのも確かなので、今後そのような要求に対する対応も必要になるのでは
ないかと思っている。
　さて、「本学の事情では３週間がベストな期間である」のはいいとして、次の課題として、
ではその３週間を「どこに置くか」という大きな課題に直面する。４節でも述べたようにこ
れに関しては、イ）基本 3 月派遣にして、都合がつかない時（のみ）に 2 月派遣を行う、ロ）
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基本 2 月に派遣時期を「固定する」、という二つの選択肢があり、それぞれメリット・デメリッ
トがあるが、2 年続けて引率した経験を基に「私見」を述べさせていただくと、イ）基本 3
月に派遣して、都合のつかない時（のみ）に 2 月派遣、が学生がより有意義な研修、そして
現地での生活を送るためにより良い選択であると提案させていただく。
　勿論、派遣時期を 3 月にすることによってのマイナス面があることも否定できない。その
一つとして、3 月中旬からは中部大学の OPIE での研修もスタートし、中部大、本学と２大
学の研修が重なることとなり、OPIE へ
は余分な負担をかけてしまうことになる
かもしれない。しかしながら、開催され
るイベントや、学生間交流の様子を見る
につけ、むしろ中部大と派遣時期が重な
る方が、本学学生へのメリットも多いの
ではないか、という考えに至った。例え
ば、写真 6 にあるように、プログラム修
了の際のパーティーは、2016 年度も 17
年度も開催していただいたが、2016 年
度は修了時に加え、写真 7 にあるよう
に、中部大学生と合同で「ウェルカム・
パーティー」も開催していただいた。3）
また、写真 6 の修了パーティーにも現地
学生を誘ったが、春休み直前の金曜の夕
方開催だったため、現地学生の多くは実家に帰ってしまい（前述のように、春休み期間も寮
は空いているが、「日割り」で滞在費が請求されるので、ほとんどの学生は春休み前の木・
金曜日に実家へ帰ってしまう）、せっかく交流できた現地学生を招待できない、などといっ
た、せっかく盛り上がった交流に「水を差しかねない」要素が判明したのも、また事実である。
　４節でも述べたように、課外活動や現地学生との交流への興味、参加に関しては、学生側
の努力によるところが大きい。たとえ、OPIE やこちら側でイベントや交流の機会を設けて
も、学生の参加意識が低ければ、積極的な交流は期待できない。とは言うものの、やはり提
供できる機会やチャンスはできるだけ提供するのが我々の役目であろう。また、2016 年度
生は、派遣前に現地学生と LINE などの SNS アカウントの交換をしてから研修に臨んだた
め、実は出発前から「顔見知り」が多い状態で派遣に臨んだ。2017 年度は残念ながらオハ
イオ大側の事情で、それが叶わず、（15）にあるように、ほぼ半数の学生が、現地に知り合
いがいない状態で渡米した。
　（15）あなたは渡米前、どれくらいオハイオ大学生との交流がありましたか。
 現地に行く １ ２ ３ ４ ５ SNS 等の
 まで誰も 3 名  1 名 1 名 2 名 交換をして
 知らなかった      いた
（写真7）中部大学との合同のウェルカム・
レセプション（2017年3月）。写真は応用
英語ツイッターより。 
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繰り返すが、現地学生とどれだけ積極的に交流できるか、は学生の意識、努力によるところ
が大きいだろう。しかしながら、学生に全てを「丸投げ」したり、OPIE 側により多くのイ
ベント開催を依頼したりするだけではなく、できれば実際の派遣前に現地学生との交流の機
会をできるだけ設定してあげるのも、今後のプログラム運営上重要になってくるのではない
かと考えている。
5. 2. 本学とオハイオ大学の交流のこれから
　4 名の学生からスタートした応用英語 II であったが、各方面の関係者の皆様のご尽力によ
り、だんだんと目に見える成果も生まれてきた。その中でも、特にここで強調したいのは、
2016 年度第１回派遣生の一人が、文部科学省による海外留学を目的とした留学金制度であ
る「TOBITATE（トビタテ）留学 Japan」4）に採択され、2018 年 5 月から翌年 4 月まで、
OPIE でのさらなる語学研修、また語学研修終了後はオハイオ大学にて学部授業を履修する
ことになった。
　この学生の留学計画立案に関しては、筆者もアドバイスを与えてきたが、それだけでは無
論「採択」にはたどり着けなく、岩手県立大学国際交流グループの皆様のご理解、ご尽力、
また、オハイオ大学、OPIE 関係各位の皆様のご協力のおかげである。特に OIPE をはじめ
としたオハイオ大学言語学学部、国際交流センターの皆様には、友好大学であること、日本
政府の奨学金であることから、格別のご配慮をいただいた。オハイオ大学、本学の関係各位
に、改めて心よりお礼申し上げると同時に、当該学生のオハイオ大学での留学生活が、安全
で有意義なものになることを祈るばかりである。また、この学生に続いて、（できれば）こ
れからの応用英語履修生から、オハイオ大学への留学にチャレンジする学生が現れることを
願っている。
　また、2011 年からオハイオ大学の震災復興事業の実施にご協力いただいた、マクデイヴィ
ス・オハイオ大学前学長は 2017 年の 2 月に退任されたが、その後を引き継いだネイルズ新
学長も、これまでの本学とオハイオ大学の活動に理解を示していただき、また今後の活動に
対してもご協力いただけることになった。
　このように、オハイオ大学と本学の交流は毎年確実に成果を重ねているところであるが、
やはり、大学間交流は「相互交流」でなければ本来の意味をなさないであろう。写真 5 にも
あるように、毎年数名のオハイオ大学生が９月に本県を訪れ、震災ボランティア（水ボラ）
の活動にあたり、その際、本学を訪れることもない訳ではないが、それにしても数日間の滞
在にとどまっている。相互交流といっても、何も最初から月、学期単位で受け入れる必要は
ない。まずは、本学の学生のように、数週間の研修からはじめ、徐々に期間、受け入れ数を
増やしていけばいいだろう。そのための、本学側の体制づくりが本格的に始動することを願っ
て、本稿を閉じることにする。5）
6. 謝辞 −「おわりに」に変えて−
　前節、第５節をもって、筆者の「オハイオ研修レポート」は終了することになるが、言う
までもなくオハイオ研修が２年にわたり成功を収めたのは、日になり影になり派遣生たちを
支えてくださった数多くの方々のおかげである。本節では、それらの皆様にお礼の言葉を述
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べたいと思う。
　まずは、本学の事情をよく理解してくださり、１回目の派遣までの約３年間辛抱強く交渉
を続けてくださった、オハイオ大学言語学学部・学部長のクリス・トムソン（Christopher 
Thompson）氏、並びに、筆者のよき「カウンタ ・ーパート」である OPIE ディレクターのジェ
リー・カージック（Gerry Krzic）氏に心より御礼申し上げる。このお二人のご理解、並び
にスムーズな「コラボレーション」のおかげで、なんとか派遣までたどり着くことができた。
本学のニーズにあった、本当に素晴らしいプログラムを紹介・提供していただきこれ以上の
感謝はない。I would like to express my deepest thanks to them.
　本学側の、時には窓口になり、またある時には旗振り役として、叱咤激励をいただいた、
佐々木民夫元高等教育推進センター長、また、筆者の海外出張やボランティア参加に特別の
ご配慮をいただいた、姜奉植前基盤教育部長（現高等教育推進センター・センター長）のご
厚意にも、この場を借りて御礼申し上げたい。お世話になりました。
　本学とオハイオ大学との交流を語る上では、盛岡短期大学部の皆様のご尽力を抜きに語る
訳にはいかない。熊本早苗氏、吉原秋氏、そして小川春美氏（現岩手大学）の皆様には、筆
者のオハイオ大学との関わりの初期段階からご丁寧なご指導をいただき、心より感謝申し上
げる。パトリック・マーハー氏も、応用英語運営に関しては、一方ならぬご協力をいただい
た。そして、７年前より復興支援の先頭に立ってご活躍され、また、本学においてのオハイ
オ大学との交流の主導的な役割を果たしてこられた千葉啓子氏（元盛岡短期大学部教授。現
在本学地連研究員）には、「水ボラ」そして応用英語共々、益々のご指導をお願いしたいと願っ
ている。
　応用英語を起動させるためには、上述の佐々木氏、姜氏のご協力をいただいたが、今後こ
の事業を軌道にのせ、更には本学とオハイオ大学の益々広く、そして深い交流のためには、
全学への周知、そして協力のお願いが必要である。その点においては、石堂淳副学長には、
大変お世話になっており、また、今後益々のご指導、ご鞭撻をお願いしたい。
　前述の通り、応用英語に実施、運営に関する調査は、本学、学部等研究により一部サポー
トされている。共同研究者である、高橋英也氏、Cornelia Lupsa 氏、渡部芳栄氏、江村健介
氏のご協力に感謝するとともに、この授業を英語部門の授業として開講することにご理解を
（写真8）ネイルズ新
学長と。右から本学
関屋課長、オハイオ
大トムソン教授、石
堂副学長、ネイルズ
新学長、伊藤主事、
オハイオ大国際交
流ディレクタ ・ージー
ヨング氏、筆者。写
真は岩手県立大学
ツイッター より
（2018年２月）。
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示していただいた英語部門の教員に感謝申し上げる。また、昨年度、宮古短期大学部の学生
を指導していただいた三村敬之氏にも厚く御礼申し上げる。
　最後になるが、どんなに筆者が駆けずり回っても、また大学（間）の協力があっても、実
際の履修者がいなければ授業は成り立たない。手本にする学生がない中、あえて「フロンティ
ア」に立つことを選んでくれた第１回派遣性諸君。大成功に終わった１回目の派遣を受け、
「それ以上」を求められるプレッシャーの中で研修に臨んでくれた第２回派遣性諸君に、心
から御礼申し上げる。研修が終わった今でも、オハイオ大との交流、そして第３回派遣生へ
の協力、手助けに取り組んでくれる学生の姿を目にするにつけ、この事業の実現への実に長
かった日々が本当に報われたと感じている。
　長くなってしまったが、本事業に関わる全ての方々への感謝と、オハイオ大学留学へ先週
「トビタッテ」行った学生へのエールを胸に、この報告書はここで閉じようと思う。
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